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(証券コード3708)
平成29年６月６日

株 主 各 位
静 岡 県 島 田 市 向 島 町 ４ ３ ７ ９ 番 地

代表取締役社長 松 田 裕 司
第10回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第10回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くだ
さいますようご通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、お手数な
がら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いただき、平
成２９年６月２２日（木曜日）午後５時４０分までに到着するようご返送くださいますようお願い申
しあげます。

敬　具
記

１．日 時 平成29年６月23日（金曜日）午前10時
２．場 所 静岡県静岡市葵区黒金町１番地の９

静岡音楽館ＡＯＩ　７階講堂
（詳細は末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第10期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）事業報告、連結計

算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
２．第10期（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 定款一部変更の件
第３号議案 取締役11名選任の件
第４号議案 補欠監査役２名選任の件

以　上

◎　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付へご提出くださいますよう
お願い申しあげます。

－ 1 －

株主各位
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◎　次の事項につきましては、法令及び当社定款第16条の規定に基づき、インターネット上の当社ウ
ェブサイト（http://www.tt-paper.co.jp/）に掲載しておりますので、本招集ご通知には記載し
ておりません。
①業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要
②連結株主資本等変動計算書
③連結計算書類の連結注記表
④株主資本等変動計算書
⑤計算書類の個別注記表
なお、監査役が監査報告を、会計監査人が会計監査報告をそれぞれ作成するに際して監査をした
書類は、本招集ご通知提供書面に記載の各書類のほか、当社ウェブサイトに掲載している各書類
となります。

◎　株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、インター
ネット上の当社ウェブサイト（http://www.tt-paper.co.jp）に掲載させていただきます。

－ 2 －

株主各位
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株主総会参考書類

第１号議案　剰余金処分の件
　期末配当に関する事項

　当社は、平成29年４月２日をもちまして設立10周年を迎えました。これもひとえに株主の皆様を
はじめ、関係各位の長年にわたるご支援の賜物と心より感謝申しあげます。つきましては、当期の
期末配当は、これまでご支援いただいた株主の皆様に感謝の意を表するため、１株当たり20円の記
念配当を加え、以下のとおりといたしたいと存じます。
　当社は、平成28年10月１日を効力発生日として、普通株式10株を１株とする株式併合を実施し
ております。株式併合前の平成28年９月30日を基準日とした中間配当（１株当たり2.5円）を株式
併合実施後に換算すると１株当たり25円となり、当期の年間配当金は１株につき70円となります。

（１）配当財産の種類
金銭

（２）株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき金45円（普通配当25円　記念配当20円）
総額670,660,560円

（３）剰余金の配当が効力を生じる日
平成29年６月26日

－ 3 －

剰余金処分議案
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第２号議案　定款一部変更の件
１．提案の理由

　当社グループの事業が今後多様化することに備えるため、現行定款第２条（目的）の追加及び
変更並びに条文整理をするものであります。

２．変更の内容
変更の内容は、次のとおりであります。

（下線部分は変更箇所を示しております。）
現 行 定 款 変 更 案

（目的）
第２条　当会社は、次の事業を営むことを目的とする。
（１）紙、パルプおよびその副産物の製造、加工なら

びに売買
（新　設）

（２）～（11）（省略）
（12）体育、娯楽、宿泊等の施設の管理運営

（13）旅館および食堂の経営
（新　設）

（14）産業廃棄物の収集、運搬、処理
（新　設）

（15）前各号の事業を営む会社の株式または持分を所
有することによる当該会社の事業活動の支配お
よび管理

（16）当会社がその株式を所有する他の会社への経営
指導

（17）前各項に付帯または関連する一切の事業

（目的）
第２条　当会社は、次の事業を営むことを目的とする。
（１）紙類、パルプ類およびその副産物の製造、加工

ならびに売買
（２）不織布、フィルムおよびその他シート状物の製

造、加工ならびに売買
（３）～（12）（現行通り）
（13）体育、娯楽、宿泊、食堂等の施設管理および運

営ならびに経営
（削　除）

（14）酒類、清涼飲料水、水産物、農産物および食品
の製造、加工、販売および輸出入

（15）産業廃棄物の収集、運搬、処理ならびに再生
（16）労働者派遣業
（17）当会社がその株式を所有する当該会社への経営

指導および事業活動の支配ならびに管理

（削　除）

（18）その他適法な一切の事業

－ 4 －

定款一部変更議案
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第３号議案　取締役11名選任の件
　取締役全員（11名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取締役11名の選任をお
願いするものであります。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（ 生 年 月 日 ）
略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 株 式 数

１

まつ
松

だ
田

ゆう
裕

じ
司

(昭和37年６月10日)

昭和60年 3月 特種製紙㈱入社

1,446株

平成 9年 9月 東京大学博士号(農学)取得
平成18年 3月 特種製紙㈱理事営業本部副本部長兼営業

企画部長
特種紙商事㈱（現㈱ＴＴトレーディング）
代表取締役社長

平成21年 6月 当社執行役員
特種製紙㈱執行役員営業開発本部長

平成23年 6月 当社取締役特殊素材事業グループ副事業
グループ長兼営業開発本部長

平成24年 6月 同　取締役総合開発センター副センター
長兼研究開発本部長兼海外事業推進部長

平成26年 6月 同　取締役常務執行役員特殊素材事業グ
ループ長

平成28年 4月 同　代表取締役社長社長執行役員（現職）
[取締役候補者とした理由]
研究開発においては当社の主要な製品開発に携わり、特殊紙事業においては営業本部、事業グルー
プ、グループ会社の長を務め、強いリーダーシップを発揮し牽引した実績を当社グループ経営のリー
ダーとして適任と判断し、引き続き取締役として選任をお願いするものであります。

－ 5 －

取締役選任議案



2017/05/30 11:22:33 / 16267649_特種東海製紙株式会社_招集通知（Ｃ）

候補者
番 号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（ 生 年 月 日 ）
略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 株 式 数

２

おお
大

しま
島

かず
一

ひろ
宏

(昭和32年６月８日)

昭和55年 4月 大倉事業㈱入社

2,000株

平成11年 2月 東海パルプ㈱入社
平成19年 4月 当社秘書室長

東海パルプ㈱総務人事部長
平成22年 6月 当社取締役社長室長
平成23年 6月 同　取締役社長室長兼産業素材事業グル

ープ副事業グループ長
平成25年 4月 同　取締役社長室長兼生活商品事業グル

ープ長
平成26年 6月 同　取締役専務執行役員社長室長
平成27年 6月 同　取締役専務執行役員産業素材事業グ

ループ長
平成28年 4月 同　取締役専務執行役員社長補佐経営企

画管理室長（現職）
[取締役候補者とした理由]
総務、人事、経営企画、秘書等の管理部門や複数の事業グループの長を務めた経験と幅広い知識を有
しており、当社グループの経営と代表取締役社長のサポートを担うに適任と判断し、引き続き取締役
として選任をお願いするものであります。

３

せき
関

ね
根

つね
常

お
夫

(昭和31年11月５日)

昭和54年 4月 ㈱三菱銀行入行

1,700株

平成 6年10月 同　マドリッド支店長
平成11年 5月 ㈱東京三菱銀行開発金融部次長（航空機Gr

担当）
平成16年 5月 同　欧州投資銀行部長
平成18年12月 ㈱三菱東京ＵＦＪ銀行ストラクチャード

ファイナンス部長
平成21年 5月 当社経営戦略室長付顧問
平成21年 6月 同　執行役員財務･ＩＲ室長
平成22年 6月 同　取締役財務･ＩＲ室長
平成26年 6月 同　取締役常務執行役員財務･ＩＲ室長（現職）

[取締役候補者とした理由]
金融機関における豊富な経験・知識と対外折衝力に加え、当社財務部門での経験・知識を生かした厳
格な判断と強力なリーダーシップは当社グループの財務基盤のさらなる強化を目指す上で適任と判
断し、引き続き取締役として選任をお願いするものであります。

－ 6 －

取締役選任議案



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告

2017/05/30 11:22:33 / 16267649_特種東海製紙株式会社_招集通知（Ｃ）

候補者
番 号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（ 生 年 月 日 ）
略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 株 式 数

４

やな
柳

がわ
川

かつ
勝

ひこ
彦

(昭和31年12月８日)

昭和55年 4月 三菱商事㈱入社

－株

平成24年 4月 同　理事関西支社副支社長兼繊維原料資
材部長

平成25年 4月 同　理事独国三菱商事会社社長兼欧州・ア
フリカ統括補佐（北・中東欧）兼ベルリン
支店長兼フランクフルト支店長

平成28年 4月 同　生活産業グループ付
平成28年 5月 当社　海外事業推進センター長付
平成28年 6月 同　取締役常務執行役員海外事業本部長（現職）

[取締役候補者とした理由]
商社在籍時代に培った海外での経営や営業に関する豊富な経験とネットワークを有し、当社の重要課
題である海外を含む新市場と新製品の開発への貢献が期待できるものと判断し、引き続き取締役とし
て選任をお願いするものであります。

５

くれ
紅

ばやし
林

まさ
昌

み
巳

(昭和27年５月26日)

昭和50年 4月 東海パルプ㈱入社

3,800株

平成20年 6月 同　取締役常務執行役員工場長
平成21年 6月 当社取締役執行役員

東海パルプ㈱取締役常務執行役員工場長
平成23年 6月 当社常務取締役総合開発センター長兼技

術開発本部長
平成26年 6月 同　取締役執行役員生活商品事業グループ長

㈱トライフ代表取締役社長（現職）
平成28年 4月 当社取締役執行役員生活商品カンパニー

ＣＥＯ（現職）
[取締役候補者とした理由]
技術開発部門、生活商品事業の長や主力グループ会社社長を務めるなど豊富な経験と知識を有してお
り、マネジメントの推進や新製品開発，生産設備に関する的確な助言が期待できるものと判断し、引
き続き取締役として選任をお願いするものであります。

－ 7 －

取締役選任議案



2017/05/30 11:22:33 / 16267649_特種東海製紙株式会社_招集通知（Ｃ）

候補者
番 号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（ 生 年 月 日 ）
略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 株 式 数

６

わた
渡

なべ
邊

かつ
克

ひろ
宏

(昭和35年10月６日)

昭和58年 4月 キヤノン㈱入社

500株

平成11年 4月 東海パルプ㈱入社
平成22年 6月 当社執行役員産業素材事業グループ島田

工場長兼原動部長
平成24年 2月 同　執行役員産業素材事業グループグル

ープ統括部担当
平成25年 4月 同　マネージングディレクター産業素材

事業グループ副事業グループ長
平成25年 7月 同　マネージングディレクター社長室経

営企画部長
平成26年 6月 同　取締役執行役員総合開発センター長
平成28年 4月 同　取締役執行役員産業素材カンパニー

ＣＥＯ（現職）
[取締役候補者とした理由]
工場や経営企画、技術開発部門の長を歴任し、幅広い知識と豊富なマネジメント経験を有しており、
当社グループの経営に十分な役割を果たすものと判断し、引き続き取締役として選任をお願いするも
のであります。

７

もう
毛

り
利

とよ
豊

ひさ
寿

(昭和41年６月22日)

平成 3年 3月 特種製紙㈱入社

846株

平成15年 4月 同　総合技術研究所長兼技術研究所長
平成18年 3月 同　理事特殊機能紙事業部長
平成19年 4月 同　執行役員生産本部三島工場長
平成20年 4月 同　執行役員生産本部副本部長
平成22年 6月 当社執行役員総合開発センター研究開発

本部長兼基礎研究所長
平成23年 6月 同　マネージングディレクター総合開発

センター先端素材開発本部長
平成26年 6月 同　取締役執行役員フィブリック事業本

部長（現職）
[取締役候補者とした理由]
研究開発分野に携わった豊富な知識と経験をもとに新規事業の確立に努めており、当社の将来を担う
新たな事業分野への進出と拡大に大きく寄与するものと判断し、引き続き取締役として選任をお願い
するものであります。

－ 8 －

取締役選任議案
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候補者
番 号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（ 生 年 月 日 ）
略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 株 式 数

８

おお
大

ぬま
沼

ひろ
裕

ゆき
之

(昭和40年２月23日)

昭和62年 3月 特種製紙㈱入社

273株

平成17年 4月 同　東京支店長兼東京営業部長兼特殊印
刷用紙部長

平成18年 3月 同　東京支店長兼特殊印刷用紙部長兼営業
企画部担当部長兼海外営業担当専任部長

平成20年 4月 同　営業開発本部ファンシー営業開発部長
平成21年 4月 同　営業開発本部機能紙営業部長
平成22年 4月 当社特殊素材事業グループ営業開発本部

機能紙営業部長
平成25年 7月 同　特殊素材事業グループ営業本部長
平成26年 6月 同　執行役員特殊素材事業グループ営業

本部長
平成28年 4月 同　執行役員特殊素材カンパニーＣＥＯ
平成28年 6月 同　取締役執行役員特殊素材カンパニー

ＣＥＯ（現職）
[取締役候補者とした理由]
特殊紙事業において数々の主力製品の拡販に貢献した実績をはじめ、営業部門で培った豊富な経験と
知識は、当社販売力向上のみならず特殊紙事業に大きく貢献できるものと判断し、引き続き取締役と
して選任をお願いするものであります。

－ 9 －

取締役選任議案
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候補者
番 号

ふ

氏
り

　
が

　
な

名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 株 式 数

９

さ
佐

の
野

みち
倫

あき
明

(昭和41年１月31日)

平成元年 4月 大昭和製紙㈱入社

200株

平成16年12月 特種製紙㈱入社
平成22年 4月 当社特殊素材事業グループ三島工場長
平成22年 6月 同　執行役員特殊素材事業グループ三島工場長
平成24年 6月 同　マネージングディレクター特殊素材事

業グループ副事業グループ長兼三島工場長
平成26年 6月 同　執行役員社長室経営企画本部長
平成27年 6月 同　執行役員産業素材事業グループ副事

業グループ長兼島田工場長
平成28年 4月 同　執行役員産業素材カンパニーＣＯＯ

兼島田工場長兼経営企画管理室南アルプ
ス事業本部長

平成28年 6月 同　取締役執行役員産業素材カンパニー
ＣＯＯ兼島田工場長兼経営企画管理室南
アルプス事業本部長

平成28年10月 同　取締役執行役員経営企画管理室南ア
ルプス事業本部長（現職）
新東海製紙㈱代表取締役社長（現職）

[取締役候補者とした理由]
複数事業場における工場長を務め、生産技術と品質向上に大きく貢献した実績と豊富な知識及び経験
は貴重であり、主力グループ会社社長としても高いマネジメント力を発揮していることから、さらな
る貢献が期待できるものと判断し、引き続き取締役として選任をお願いするものであります。

－ 10 －

取締役選任議案
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候補者
番 号

ふ

氏
り

　
が

　
な

名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 株 式 数

10

き
木

むら
村

 
　

みのる
実

(昭和21年６月18日)

【社　外】

昭和46年 4月 東京大学助手農学部採用

－株

昭和53年10月 アメリカ合衆国、ニューヨーク州立大学博
士研究員

昭和59年 4月 大蔵省印刷局入局
平成14年 7月 財務省印刷局製造部長
平成15年 4月 独立行政法人国立印刷局理事（開発部、セ

キュリティ製品事業部担当）
平成21年 4月 東京大学大学院農学生命科学研究科製紙

科学研究室特任教授
平成28年 6月 当社社外取締役（現職）

[社外取締役候補者とした理由]
官公庁や大学での紙に関する研究開発等で蓄積された豊富な知識と経験をもとに、当社の研究開発へ
の貴重な助言をいただいております。同氏は過去に会社経営に関与した経験はありませんが、社外取
締役として客観的な立場からの助言や指摘が十分可能であると判断し、引き続き選任をお願いするも
のであります。

11

おお
大

たけ
竹

ゆう
優

こ
子

(昭和50年７月18日)

【社　外】

平成10年 4月 ソニー㈱入社

100株

平成14年 7月 ソニー・コーポレーション・オブ・アメリ
カ出向

平成17年 4月 ソニー・ピクチャーズ・エンタテインメン
ト出向

平成19年 4月 ソニー・エリクソン・モバイルコミュニケ
ーションズ出向

平成20年 7月 ソニー㈱
平成23年 9月 デビアスダイヤモンドジュエラーズジャ

パン㈱入社
平成26年 2月 同　取締役ジャパンディレクター（現職）
平成28年 6月 当社社外取締役（現職）

[重要な兼職の状況]
デビアスダイヤモンドジュエラーズジャ
パン㈱取締役ジャパンディレクター

[社外取締役候補者とした理由]
グローバル企業での豊富な経験や知識と経営者としての実績を生かし、当社のガバナンス向上並びに
ダイバーシティ推進に対し客観的な立場からの助言が期待できることから、引き続き社外取締役とし
て選任をお願いするものであります。

－ 11 －

取締役選任議案



2017/05/30 11:22:33 / 16267649_特種東海製紙株式会社_招集通知（Ｃ）

（注）１　各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２　木村実氏及び大竹優子氏は、社外取締役候補者であります。
３　木村実氏及び大竹優子氏の社外取締役就任期間は本総会終結の時をもって１年となります。
４　当社は、木村実氏及び大竹優子氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１

項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。なお、当該契約に基づく損害賠償責任の限度
額は、100万円又は会社法第425条第１項が定める額のいずれか高い額としており、両氏の再任が承
認された場合は、当該契約を継続する予定であります。

５　当社は、木村実氏及び大竹優子氏を東京証券取引所及び当社の定める独立役員の要件を満たすものと
して、同取引所に届け出ております。なお、両氏の再任が承認された場合は、引き続き独立役員とす
る予定であります。

－ 12 －

取締役選任議案
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第４号議案　補欠監査役２名選任の件
法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠監査役２名の選任をお願いするもの

であります。
なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
補欠監査役候補者は、次のとおりであり、監査役三谷充弘氏の補欠監査役として河合稔氏を、社外

監査役大倉喜彦氏及び上田廣美氏の補欠監査役として神洋明氏の選任をお願いするものであります。
候補者
番 号

ふ
氏

り
　

が
　

な
名

（ 生 年 月 日 ）
略 歴 、 当 社 に お け る 地 位
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所 有 す る
当 社 株 式 数

１

かわ
河

い
合

 
　

みのる
稔

(昭和33年３月10日)

昭和55年 4月 東海パルプ㈱入社

700株

平成19年 4月 同　財務部長
平成21年 6月 当社財務・ＩＲ室副室長
平成25年 7月 同　財務・ＩＲ室経理管理部長
平成27年 6月 同　監査室長兼内部統制室長
平成28年 4月 同　内部統制・監査室長（現職）

[補欠の監査役候補者とした理由]
経理財務、監査部門において責任者を務めるなど豊富な知識と経験を有していることから、監査役と
しての職務を適切に遂行できるものと判断し、補欠の監査役候補者として選任をお願いするものであ
ります。

２

じん
神

 
　

ひろ
洋

あき
明

(昭和24年４月８日)

昭和54年 4月 弁護士（現職）

－株

平成12年 4月 第一東京弁護士会副会長
日本弁護士連合会常務理事

平成15年10月 特種紙商事㈱（現㈱ＴＴトレーディング）
社外監査役

平成26年 4月 第一東京弁護士会会長
日本弁護士連合会副会長
[重要な兼職の状況]
弁護士
東亜道路工業㈱社外監査役

[補欠の社外監査役候補者とした理由]
弁護士として培ってきた経験や知識から企業経営の健全性を確保し、また当社のコンプライアンスの
強化及び業務執行における適法性の監視強化に十分な貢献ができるものと判断し、補欠の社外監査役
候補者として選任をお願いするものであります。なお、同氏は、過去に社外役員となること以外の方
法で会社の経営に関与された経験はありませんが、上記の理由により、社外監査役としてその職務を
適切に遂行できるものと判断しております。

（注）１　各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

－ 13 －

補欠監査役選任議案
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２　神洋明氏は、補欠の社外監査役候補者であります。
３　神洋明氏が監査役に就任した場合には、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項

の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額
は、100万円又は会社法第425条第１項が定める額のいずれか高い額といたします。

４　神洋明氏が社外監査役を務める東亜道路工業㈱は、東日本大震災に係る舗装災害復旧工事の入札につ
いて、平成28年９月６日に公正取引委員会から独占禁止法に基づく排除命令及び課徴金納付命令を受
けました。同氏は、公正取引委員会の立ち入り調査を受けるまで、違法行為の存在を認識しておりま
せんでしたが、日頃より法令遵守についての意見表明を行い、当該事実の発生後は独占禁止法の違反
行為の根絶及び再発防止のため、法令遵守体制の強化に努めました。

以　上

－ 14 －

補欠監査役選任議案
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（提供書面）

事　 業　 報　 告
(平成28年 4 月 1 日から

平成29年 3 月31日まで)
１．企業集団の現況

⑴　当連結会計年度の事業の状況
①　事業の経過及び成果
　当連結会計年度における当社グループは、平成26年度にスタートした第三次中期経営計画の最
終年度を迎え、「変革への挑戦、そして未来へ」を基本テーマに、５つの重点項目「新商品の開
発、新規分野への進出、海外展開、他社・他産業との部分提携、基盤事業の構造改革」に向けた
諸施策を推進してまいりました。
　産業素材事業におきましては、平成28年10月より日本製紙㈱との事業提携が順調に進み、段ボ
ール原紙及びクラフト紙事業の生産・販売について新体制での業務がスタートしました。また、
連結子会社の新東海製紙㈱（島田工場）では新バイオマスボイラーが平成29年２月より本格稼働
しました。
　特殊素材事業におきましては、引き続き次世代の柱となる事業を立ち上げるため、新たなシー
トの開発に注力しており、平成29年度中の生産を目標に進めております。また、商品開発の方向
性である「NaSFA（ナスファ）」のもと、セルロースナノファイバー（ＣＮＦ）について、他
社・大学・公的研究機関と協力し、ＣＮＦの特徴を活かした機能紙への利用について検討を進め
ております。偽造防止用紙につきましても、技術開発・新商品開発に取り組んでおります。
　加えて、上記以外の新規技術開発、市場からのニーズに対応した新商品開発も引き続き積極的
に進めております。
　生活商品事業におきまして、連結子会社の㈱トライフでは、高付加価値製品を生産する新タオ
ル抄紙機２号機が平成28年４月に稼働しました。今後は新マシンでの生産体制を整えるととも
に新商品開発に注力してまいります。
　この結果、当連結会計年度の業績としましては、売上高は77,718百万円（前期比0.9％減）、
営業利益は4,708百万円（前期比25.5％増）、経常利益は5,075百万円（前期比29.3％増）、親
会社株主に帰属する当期純利益は、平成26年12月に島田工場において発生したチップサイロ火災
事故に対する受取保険金を特別利益に計上したこと等により3,852百万円（前期比54.2％増）と
なりました。

－ 15 －

事業の状況
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　セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

【産業素材事業】
　主力製品である段ボール原紙は、天候不順等により特定需要商品が低調に推移し、販売数量が
前期を下回りました。クラフト紙につきましては、季節需要商品の販売数量が前期を上回りまし
た。
　この結果、当セグメントの売上高は36,387百万円（前期比2.2％減）、営業利益は1,198百万円
（前期比29.6％増）となりました。
【特殊素材事業】
　広告媒体の電子メディアへの移行加速に伴い減少が続く商業美術印刷分野においては、新製品
の投入により販売数量維持に努めました。また、電子広告媒体の広がりの恩恵を受ける一部の製
品群もありましたが、総じて厳しい状況が続き販売数量・金額ともに前期を下回りました。
　この結果、当セグメントの売上高は20,474百万円（前期比3.9％減）、営業利益は2,316百万円
（前期比5.6％増）となりました。
【生活商品事業】
　ペーパータオルは、ユーザーのニーズに沿った製品を提供することにより、販売数量・価格と
もに前期並みで推移しました。トイレットペーパーにつきましては、販売数量の減少がみられた
ものの、価格の維持に努めてまいりました。
　この結果、当セグメントの売上高は16,973百万円（前期比0.2％増）、営業利益は892百万円
（前期比65.7％増）となりました。

－ 16 －

事業の状況
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②　設備投資の状況
　当連結会計年度中において実施いたしました企業集団の設備投資の総額は9,718百万円で、
その主なものは次のとおりであります。
イ．当連結会計年度中に完成した主要設備

産業素材事業 新東海製紙㈱ 新バイオマスボイラー設置工事
ロ．当連結会計年度において継続中の主要設備の新設、拡充

その他 静岡ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ㈱ 新倉庫建設工事
③　資金調達の状況

該当事項はありません。
④　事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況

　当社は、平成28年10月１日を効力発生日として、当社島田工場で営んでおりました事業に関
する権利義務を新東海製紙㈱に、当社の段ボール原紙及び重袋用・一般両更クラフト紙事業に
おける販売機能に関する権利義務を日本東海インダストリアルペーパーサプライ㈱に吸収分割
の方法によりそれぞれ承継しました。

⑤　他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

⑥　吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はありません。

⑦　他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
　該当事項はありません。

－ 17 －

事業の状況
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⑵　直前３連結会計年度の財産及び損益の状況

区　　　分
第７期

(平成26年３月期)

第８期

(平成27年３月期)

第９期

(平成28年３月期)

第10期

(当連結会計年度)

(平成29年３月期)

売 上 高(百万円) 78,159 78,843 78,460 77,718

経 常 利 益(百万円) 3,522 2,761 3,926 5,075

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益(百万円) 2,180 204 2,498 3,852

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益(　円　) 149.45 13.85 168.87 258.89

総 資 産(百万円) 125,302 126,861 126,945 131,799

純 資 産(百万円) 63,760 63,897 64,535 74,670

１ 株 当 た り 純 資 産(　円　) 4,286.12 4,291.12 4,328.48 4,591.27

　(注)　平成28年10月１日を効力発生日として普通株式10株を１株とする株式併合を行っております。第７期
（平成26年３月期）の期首に当該株式併合が行われたものと仮定して１株当たり当期純利益及び１株当た
り純資産を算定しております。

－ 18 －

直前３事業年度の財産及び損益の状況
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⑶　重要な親会社及び子会社の状況
①　親会社の状況

　該当事項はありません。
②　重要な子会社の状況

事 業 名 会 社 名 資本金 当社の
議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

産 業 素 材 事 業

百万円 ％
新東海製紙㈱ 3,135 65 紙パルプの製造・販売

㈱テクノサポート 32 65 エンジニアリング、構内作業、倉庫業

特種東海マテリアルズ㈱ 70 65 製紙原料の仕入・販売
製材品の仕入・販売

特 殊 素 材 事 業
㈱ＴＴトレーディング 50 100 特殊紙の販売

特種メーテル㈱ 10 100 特殊紙の製造・販売

生 活 商 品 事 業
特種東海エコロジー㈱ 200 79.5 家庭紙の製造・販売

㈱トライフ 400 100 紙加工品の製造・販売

そ の 他

静岡ロジスティクス㈱ 20 100 一般貨物自動車運送、倉庫業

㈱特種東海フォレスト 100 100 土木、造園緑化、当社社有林管理、山
林事業、観光事業

㈱レックス 30 100 サーマルリサイクル燃料の製造・販売

　(注)　当社は、平成28年10月１日を効力発生日として実施した吸収分割に伴い、当社島田工場で営んでおりまし
た事業に関する権利義務を承継した新東海製紙㈱を連結子会社としております。また、当社の段ボール原
紙及び重袋用・一般両更クラフト紙事業における販売機能に関する権利義務を承継した日本東海インダス
トリアルペーパーサプライ㈱を持分法適用関連会社としております。

－ 19 －

重要な親会社及び子会社の状況
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⑷　対処すべき課題
　当社グループは平成30年3月期からの3年間を期間とする第四次中期経営計画（3ヵ年計画）
として「ＮＥＸＴ10　～次なる成長　次なる挑戦～」を策定しましたが、この中で目指すべき
10年後の姿に向けての第一ステップとして第四次中期経営計画を位置付けており、更なる成長
のための機会探索と始動のための期間としております。
　その中で今後の「成長戦略施策」としては、「高機能シート分野への挑戦」、「新市場開拓・
海外販売の強化」及び「環境関連分野の収益化」を重点施策とし、「基盤事業の強化・変革施
策」としては、「日本製紙㈱との合弁シナジーの追求」、「新製品の開発と製品構成見直し」
及び「製造工程の見直し・改善」を重点施策として取り組んでまいります。
　なお、当社が経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標としては、営業利益と
ＲＯＥを主に用いる予定です。

－ 20 －

対処すべき課題
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⑸　主要な事業内容（平成29年３月31日現在）
当社グループ（当社及び子会社、関連会社）は、当社、子会社11社及び関連会社５社で構成さ

れ、紙パルプの製造・販売に関する事業を主に行っており、さらに紙加工や土木・造園工事など
の事業を行っております。当社グループの事業に係わる位置付け及び事業の種類別セグメントと
の関連は次のとおりであります。
①　産業素材事業

当社が紙の販売をするほか、新東海製紙㈱が紙パルプの製造・販売を、㈱テクノサポートが
製紙設備の保全管理及び紙製品の輸送・保管を、特種東海マテリアルズ㈱が製紙原料の供給を、
関連会社４社が紙の加工・販売を行っております。

②　特殊素材事業
当社が紙の製造・販売をするほか、㈱ＴＴトレーディングが販売を、特種メーテル㈱が紙の

製造・販売を行っております。
③　生活商品事業

当社が紙の製造・販売をするほか、特種東海エコロジー㈱が紙の製造・販売を、㈱トライフ
と関連会社１社が紙の加工・販売を行っております。

④　その他
静岡ロジスティクス㈱が製品を保管する倉庫業及び製品輸送を、㈱特種東海フォレストが土

木・造園工事を、㈱レックスがサーマルリサイクル燃料の製造・販売を、子会社１社が紙製品
の輸送を行っております。

－ 21 －

主要な事業内容
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⑹　主要な営業所及び工場（平成29年３月31日現在）

本店 静岡県島田市

本社 東京都中央区

産 業 素 材 事 業
営業所：本社（東京都中央区）
子会社：新東海製紙㈱　　（静岡県島田市）
　　　　㈱テクノサポート（静岡県島田市）
　　　　特種東海マテリアルズ㈱（静岡県島田市）

特 殊 素 材 事 業

営業所：本社　　（東京都中央区）
工　場：三島工場（静岡県駿東郡長泉町）
　　　　岐阜工場（岐阜県岐阜市）
子会社：㈱ＴＴトレーディング（東京都中央区）
　　　　特種メーテル㈱　　　（静岡県沼津市）

生 活 商 品 事 業 子会社：特種東海エコロジー㈱（静岡県富士市）
　　　　㈱トライフ（静岡県島田市）

その他
子会社：静岡ロジスティクス㈱（静岡県駿東郡長泉町）
　　　　㈱特種東海フォレスト（静岡県島田市）
　　　　㈱レックス（静岡県島田市）

－ 22 －

主要な営業所及び工場
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⑺　使用人の状況（平成29年３月31日現在）
①　企業集団の使用人の状況
事業の種類別セグメントの名称 使用人数 前連結会計年度末比増減

産 業 素 材 事 業 499 （89） 名 44 名

特 殊 素 材 事 業 410 （48） △65

生 活 商 品 事 業 258 （67） △29

そ の 他 164 （86） △26

全 社 （ 共 通 ） 99 （11） 9

合 計 1,430 （301） △67

（注）１　使用人数は就業員数であり、臨時従業員数は（ ）内に外数で記載しております。
２　全社（共通）と記載されている使用人数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属してい

るものであります。
②　当社の使用人の状況

使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

470名 386名減 38.8歳 16.6年

（注）１　使用人数は就業員数であります。
２　平均勤続年数は、特種製紙㈱又は東海パルプ㈱からの通算年数となっております。
３　使用人数の減少理由は、平成28年10月１日を効力発生日として、当社島田工場で営んでおりました

事業に関する権利義務を新東海製紙㈱に、当社の段ボール原紙及び重袋用・一般両更クラフト紙事業
における販売機能に関する権利義務を日本東海インダストリアルペーパーサプライ㈱に吸収分割の
方法によりそれぞれ承継したことに伴う、新東海製紙㈱及び日本東海インダストリアルペーパーサプ
ライ㈱への出向によるものであります。

－ 23 －

使用人の状況
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⑻　主要な借入先の状況（平成29年３月31日現在）
借 入 先 借 入 額

㈱ 静 岡 銀 行 11,421百万円

㈱ 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 8,984

㈱ み ず ほ 銀 行 2,805

農 林 中 央 金 庫 2,100

⑼　その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。

－ 24 －

主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項
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２．会社の現況
⑴　株式の状況（平成29年３月31日現在）

①　発行可能株式総数 45,000,000株
　(注)　平成28年10月１日を効力発生日として実施した株式併合（普通株式10株を１株に併合）に伴い、発

行可能株式総数を450,000,000株から変更しております。
②　発行済株式の総数 16,329,751株

　(注)　平成28年10月１日を効力発生日として実施した株式併合（普通株式10株を１株に併合）に伴い、発
行済株式の総数は163,297,510株から減少しております。

③　株主数 12,511名
④　大株主（上位10名）
株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

三 菱 商 事 ㈱ 1,380千株 9.25％

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口） 650 4.36

㈱ 静 岡 銀 行 575 3.86

中 央 建 物 ㈱ 550 3.69

新 生 紙 パ ル プ 商 事 ㈱ 503 3.37

大 王 製 紙 ㈱ 490 3.28

特 種 東 海 製 紙 取 引 先 持 株 会 435 2.92

㈱ 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 371 2.49

王 子 ホ ー ル デ ィ ン グ ス ㈱ 300 2.01

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 266 1.78

（注）１　当社は、自己株式を1,426,183株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２　持株比率は自己株式数を控除して計算しております。

－ 25 －

株式の状況
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⑵　新株予約権等の状況
当事業年度末日において、当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約
権の状況
・新株予約権の数

502個
・新株予約権の目的となる株式の種類及び数

普通株式　50,200株（新株予約権１個につき100株）
（注）平成28年10月１日を効力発生日として実施した株式併合（普通株式10株を１株に併合）に伴い、

「新株予約権の目的となる株式の数」は調整されております。

－ 26 －

新株予約権等の状況
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・新株予約権の区分別保有状況

区　分
取締役

(うち社外取締役) 監査役

保有者数 個数 保有者数 個数
2008年度

第1回
新株予約権

0名
（0名)

0個
(0個) 1名 3個

2009年度
第1回

新株予約権

0名
（0名)

0個
(0個) 2名 11個

2010年度
新株予約権

2名
（0名)

20個
(0個) 2名 12個

2011年度
新株予約権

4名
（0名)

52個
(0個) 2名 15個

2012年度
新株予約権

4名
（0名)

58個
(0個) 2名 16個

2013年度
新株予約権

4名
（0名)

51個
(0個) 2名 12個

2014年度
新株予約権

6名
（0名)

76個
(0個) 2名 13個

2015年度
新株予約権

6名
（0名)

60個
(0個) 3名 12個

2016年度
新株予約権

11名
（2名)

83個
(6個) 3名 8個

（注）１　新株予約権の行使価額は、１株当たり１円であります。
２　新株予約権の行使期間は、以下のとおりであります。

2008年度第１回新株予約権（株式報酬型ストックオプション）
平成20年７月29日から平成40年７月28日まで

－ 27 －

新株予約権等の状況
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2009年度第１回新株予約権（株式報酬型ストックオプション）
平成21年８月13日から平成41年８月12日まで

2010年度新株予約権（株式報酬型ストックオプション）
平成22年８月11日から平成42年８月10日まで

2011年度新株予約権（株式報酬型ストックオプション）
平成23年８月11日から平成43年８月10日まで

2012年度新株予約権（株式報酬型ストックオプション）
平成24年８月11日から平成44年８月10日まで

2013年度新株予約権（株式報酬型ストックオプション）
平成25年８月13日から平成45年８月12日まで

2014年度新株予約権（株式報酬型ストックオプション）
平成26年８月13日から平成46年８月12日まで

2015年度新株予約権（株式報酬型ストックオプション）
平成27年９月16日から平成47年９月15日まで

2016年度新株予約権（株式報酬型ストックオプション）
平成28年８月12日から平成48年８月11日まで

－ 28 －

新株予約権等の状況
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⑶　会社役員の状況
①　取締役及び監査役の状況（平成29年３月31日現在）
会社における地位 氏　　名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 松 田 裕 司 社長執行役員
取 締 役 大 島 一 宏 専務執行役員社長補佐経営企画管理室長
取 締 役 関 根 常 夫 常務執行役員財務・ＩＲ室長
取 締 役 柳 川 勝 彦 常務執行役員海外事業本部長
取 締 役 紅 林 昌 巳 執行役員生活商品カンパニーＣＥＯ
取 締 役 渡 邊 克 宏 執行役員産業素材カンパニーＣＥＯ
取 締 役 毛 利 豊 寿 執行役員フィブリック事業本部長
取 締 役 大 沼 裕 之 執行役員特殊素材カンパニーＣＥＯ
取 締 役 佐 野 倫 明 執行役員経営企画管理室南アルプス事業本部長
取 締 役 木 村 　 実

取 締 役 大 竹 優 子 デビアスダイヤモンドジュエラーズジャパン㈱取締
役ジャパンディレクター

常 任 監 査 役
（ 常 勤 監 査 役 ） 三 谷 充 弘 公益財団法人紙の博物館監事（非常勤）

監 査 役 大 倉 喜 彦

中央建物㈱代表取締役社長
㈱リーガルコーポレーション社外監査役
㈱ホテルオークラ取締役会長
㈱ニッピ社外監査役
㈱ホテルオークラ新潟社外取締役
西戸崎開発㈱社外取締役
公益財団法人大倉文化財団理事
学校法人関西大倉学園理事

監 査 役 上 田 廣 美 亜細亜大学法学部教授
（注）１　取締役木村実氏及び取締役大竹優子氏は、社外取締役であります。なお、当社は両氏を東京証券取引

所の定めに基づく独立役員として、同取引所に届け出ております。
２　監査役大倉喜彦氏及び監査役上田廣美氏は、社外監査役であります。なお、当社は両氏を東京証券取

引所の定めに基づく独立役員として、同取引所に届け出ております。
３　常任監査役（常勤監査役）三谷充弘氏は、金融機関の調査・審査部門における長年の経験があり、ま

た、当社において財務部門の経験があることから、財務及び会計に関する相当程度の知見を有してお
ります。

－ 29 －

会社役員の状況
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４　当事業年度中における取締役の地位及び担当等の異動は次のとおりであります。
氏　　　名 異　動　前 異　動　後 異動年月日

三 澤 清 利 代表取締役社長
社長執行役員 取締役 平成28年４月１日

三 宅 　 博 代表取締役副社長執行
役員管理部門統轄 取締役 平成28年４月１日

大 島 一 宏 取締役専務執行役員産
業素材事業グループ長

取締役専務執行役員社
長補佐経営企画管理室
長

平成28年４月１日

松 田 裕 司 取締役常務執行役員特
殊素材事業グループ長

代表取締役社長
社長執行役員 平成28年４月１日

紅 林 昌 巳 取締役執行役員生活商
品事業グループ長

取締役執行役員生活商
品カンパニーＣＥＯ 平成28年４月１日

渡 邊 克 宏 取締役執行役員総合開
発センター長

取締役執行役員産業素
材カンパニーＣＥＯ 平成28年４月１日

佐 野 倫 明

取締役執行役員産業素
材カンパニーＣＯＯ兼
島田工場長兼経営企画
管理室南アルプス事業
本部長

取締役執行役員経営企
画管理室南アルプス事
業本部長

平成28年10月１日

②　当事業年度中に退任した取締役及び監査役

氏　　　名 退　任　日 退 任 事 由 退 任 時 の 地 位 ・ 担 当 及 び
重 要 な 兼 職 の 状 況

三 澤 清 利 平成28年６月24日 任 期 満 了 取締役

三 宅 　 博 平成28年６月24日 任 期 満 了 取締役

石 川 達 紘 平成28年６月24日 任 期 満 了 社外取締役

志 　 賀 　 こ ず 江 平成28年６月24日 任 期 満 了 社外取締役
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③　責任限定契約の内容の概要
　当社と各社外取締役並びに各監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条
第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限
度額は、100万円又は会社法第425条第１項が定める額のいずれか高い額としております。
④　取締役及び監査役の報酬等
　イ．当事業年度に係る報酬等の総額
区 分 支 給 人 員 支 給 額
取 締 役
（ う ち 社 外 取 締 役 ）

15名
(４名)

230百万円
(16百万円)

監 査 役
（ う ち 社 外 監 査 役 ）

３名
(２名)

24百万円
(7百万円)

合 計
（ う   ち   社   外   役   員 ）

18名
(６名)

255百万円
(24百万円)

（注）１　報酬等のうち、新株予約権に関する報酬等は以下のとおりであります。
・取締役： 11名分 27百万円（うち社外取締役２名分１百万円）
・監査役： ３名分 ２百万円（うち社外監査役２名分０百万円）
・合計　： 14名分 29百万円

２　取締役及び監査役の報酬限度額は以下のとおりであります。
区 分 株 主 総 会 で 定 め ら れ た 報 酬 限 度 額

取 締 役 年額報酬等
新株予約権に関する報酬等

年額
年額

450百万円
75百万円

監 査 役 年額報酬等
新株予約権に関する報酬等

年額
年額

50百万円
10百万円

合 計 年額報酬等
新株予約権に関する報酬等

年額
年額

500百万円
85百万円

ロ．当事業年度に支払った役員退職慰労金
　平成20年６月26日開催の第１回定時株主総会決議に基づき、平成28年６月24日開催の
第９回定時株主総会終結の時をもって退任した取締役に対し支払った役員退職慰労金は、
以下のとおりであります。
　なお、平成20年5月26日開催の取締役会において、役員退職慰労金制度を第１回定時株
主総会終結の時をもって廃止することを決議いたしましたが、同総会終結後引き続いて在
任する取締役及び監査役に対しては、役員退職慰労金制度廃止までの在任期間に対応する
役員退職慰労金を各氏の退任時に贈呈することを同総会において決議いたしております。
・取締役３名41百万円（うち社外取締役２名に対し３百万円）
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ハ．社外役員が当社の子会社等から受けた役員報酬等の総額
　該当事項はありません。

⑤　社外役員に関する事項
イ．他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

　取締役大竹優子氏はデビアスダイヤモンドジュエラーズジャパン㈱の取締役ジャパンディ
レクターを兼務しております。なお、当社と当該法人等との間には、特別な関係はありません。
　監査役大倉喜彦氏は、中央建物㈱の代表取締役社長、㈱リーガルコーポレーションの社外
監査役、㈱ホテルオークラの取締役会長、㈱ニッピの社外監査役、㈱ホテルオークラ新潟の
社外取締役、西戸崎開発㈱の社外取締役、公益財団法人大倉文化財団の理事、学校法人関西
大倉学園の理事を兼務しております。なお、公益財団法人大倉文化財団は当社の寄付先です
が、３年間の平均額は1,000万円を下回っており僅少であります。また、当社とその他の当
該法人等との間には、特別な関係はありません。
　監査役上田廣美氏は、亜細亜大学の法学部教授を兼務しております。なお、当社と当該法
人等との間には、特別な関係はありません。

ロ．当事業年度における主な活動状況
活 動 状 況

取締役 木 村 　 実

取締役に選任されて以降、当事業年度に開催された取締役会10回のうち
すべてに出席いたしました。主に専門分野の研究家としての見地から意
見を述べるなど、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するため
の助言・提言を行っております。
また、取締役会以外においても、適宜、代表取締役等に有益な意見具申
をされております。

取締役 大 竹 優 子

取締役に選任されて以降、当事業年度に開催された取締役会10回のうち
すべてに出席いたしました。企業経営者及び海外企業での豊富なご経
験・ご見識に基づき、取締役会において、適宜、必要な発言を行ってお
ります。
また、取締役会以外においても、適宜、代表取締役等に有益な意見具申
をされております。
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活 動 状 況

監査役 大 倉 喜 彦

当事業年度に開催された取締役会12回、監査役会11回のうちすべてに出
席いたしました。企業経営者及び多数の社外役員としてのご経験・ご見
識に基づき、取締役会・監査役会において、適宜、必要な発言を行って
おります。
また、取締役会・監査役会以外においても、適宜、代表取締役等に有益
な意見具申をされております。

監査役 上 田 廣 美

当事業年度に開催された取締役会12回、監査役会11回のうちすべてに出
席いたしました。主に法律家としてのご経験・ご見識に基づき、取締役
会・監査役会において、コンプライアンスに関する意見等適宜、必要な
発言を行っております。
また、取締役会・監査役会以外においても、適宜、代表取締役等に有益
な意見具申をされております。

（注）上記の取締役会の開催回数のほか、会社法第370条及び当社定款第26条の規定に基づき、取締役会決議が
あったものとみなす書面決議が２回ありました。
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⑷　会計監査人の状況
①　名称　　　　　有限責任 あずさ監査法人
②　報酬等の額

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 52百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上
の利益の合計額 60百万円

（注）1　当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づ
く監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年
度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

2　監査役会は、会計監査人の報酬等について会計監査計画の内容、監査の実施状況、報酬見積
の算定内容を確認し、総合的な判断に基づき同意しております。

③　非監査業務の内容
　該当事項はありません。

④　会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査役会は、以下の項目に該当する場合等、その必要があると判断した場合は、株主総会に
提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。また、監査役全
員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、
解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨及びその理由を報告いた
します。
（１）会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると判断される場合
（２）会社法・公認会計士法等の法令違反による懲戒処分や監督官庁からの処分を受けた場合
（３）その他、監査品質・品質管理・独立性・総合的能力との観点から監査を遂行するに不十

分であると判断される場合
⑤　責任限定契約の内容の概要

　当社と会計監査人有限責任 あずさ監査法人は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法
第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠
償責任の限度額は1,000万円又は会社法第425条第１項が定める額のいずれか高い額としてお
ります。
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連 結 貸 借 対 照 表
（平成29年３月31日現在）

（単位：百万円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物
機 械 装 置 及 び 運 搬 具
土 地
建 設 仮 勘 定
そ の 他

無 形 固 定 資 産
の れ ん
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

47,071
11,474
23,678
4,324

755
4,860

532
1,450

△5
84,728
64,395
16,829
32,847
12,870

717
1,130

361
0

361
19,971
18,908

260
865

△62

流 動 負 債 37,427
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 11,943
短 期 借 入 金 5,392
1 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 13,155
未 払 法 人 税 等 1,562
繰 延 税 金 負 債 6
賞 与 引 当 金 380
環 境 対 策 引 当 金 27
そ の 他 4,959

固 定 負 債 19,700
長 期 借 入 金 13,912
繰 延 税 金 負 債 1,163
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 70
環 境 対 策 引 当 金 91
事 業 構 造 改 善 引 当 金 2,072
退 職 給 付 に 係 る 負 債 1,508
資 産 除 去 債 務 786
そ の 他 95

負 債 合 計 57,128
純 資 産 の 部

株 主 資 本 64,608
資 本 金 11,485
資 本 剰 余 金 15,396
利 益 剰 余 金 40,561
自 己 株 式 △2,835

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 3,817
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 4,262
退 職 給 付 に 係 る 調 整 累 計 額 △444

新 株 予 約 権 108
非 支 配 株 主 持 分 6,135
純 資 産 合 計 74,670

資 産 合 計 131,799 負 債 及 び 純 資 産 合 計 131,799
（注）記載金額は百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書
(自　平成28年 4 月 1 日

至　平成29年 3 月31日)
（単位：百万円）

科 目 金 額
売 上 高 77,718
売 上 原 価 63,658

売 上 総 利 益 14,060
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 9,352

営 業 利 益 4,708
営 業 外 収 益

受 取 利 息 62
受 取 配 当 金 288
受 取 賃 貸 料 143
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 245
そ の 他 285 1,025

営 業 外 費 用
支 払 利 息 291
設 備 維 持 費 用 66
そ の 他 300 658
経 常 利 益 5,075

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 22
投 資 有 価 証 券 売 却 益 87
関 係 会 社 株 式 売 却 益 5
受 取 保 険 金 2,027
国 庫 補 助 金 3,232 5,375

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 9
固 定 資 産 除 却 損 114
減 損 損 失 16
環 境 対 策 引 当 金 繰 入 額 106
火 災 損 失 90
支 払 補 償 費 62
事 業 構 造 改 善 費 用 3,905
そ の 他 9 4,313

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 6,137
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,662
法 人 税 等 調 整 額 134 1,796
当 期 純 利 益 4,341
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 488
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 3,852

（注）記載金額は百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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貸　借　対　照　表
（平成29年３月31日現在）

（単位：百万円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
関 係 会 社 短 期 貸 付 金
未 収 入 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
山 林
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
借 地 権
ソ フ ト ウ ェ ア
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
関 係 会 社 長 期 貸 付 金
長 期 前 払 費 用
そ の 他
貸 倒 引 当 金

24,569
5,580

565
8,417
2,566

105
2,301

113
246

4,052
474
158

△13
54,344
23,669
5,893

923
8,117

33
246

7,632
640
181
188
24
75
88

30,486
16,781
13,114

148
82

402
△41

流 動 負 債 12,423
支 払 手 形 301
買 掛 金 1,871
短 期 借 入 金 3,300
1 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 3,100
未 払 金 490
未 払 費 用 960
未 払 法 人 税 等 1,207
預 り 金 837
設 備 関 係 支 払 手 形 36
環 境 対 策 引 当 金 3
そ の 他 313

固 定 負 債 5,282
長 期 借 入 金 2,300
長 期 未 払 金 46
繰 延 税 金 負 債 838
退 職 給 付 引 当 金 276
環 境 対 策 引 当 金 90
事 業 構 造 改 善 引 当 金 1,430
資 産 除 去 債 務 299

負 債 合 計 17,705
純 資 産 の 部

株 主 資 本 56,870
資 本 金 11,485
資 本 剰 余 金 42,433

資 本 準 備 金 3,985
そ の 他 資 本 剰 余 金 38,448

利 益 剰 余 金 5,786
そ の 他 利 益 剰 余 金 5,786

固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 143
特 定 災 害 防 止 準 備 金 11
繰 越 利 益 剰 余 金 5,631

自 己 株 式 △2,835
評 価 ・ 換 算 差 額 等 4,229

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 4,229
新 株 予 約 権 108
純 資 産 合 計 61,208

資 産 合 計 78,914 負 債 及 び 純 資 産 合 計 78,914
（注）記載金額は百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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損　益　計　算　書
(自　平成28年 4 月 1 日

至　平成29年 3 月31日)
（単位：百万円）

科 目 金 額
売 上 高 41,911
売 上 原 価 33,168

売 上 総 利 益 8,742
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 6,039

営 業 利 益 2,703
営 業 外 収 益

受 取 利 息 31
受 取 配 当 金 496
受 取 賃 貸 料 234
業 務 受 託 請 負 収 入 142
そ の 他 241 1,146

営 業 外 費 用
支 払 利 息 162
賃 貸 費 用 45
設 備 維 持 費 用 68
そ の 他 179 455
経 常 利 益 3,393

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 0
投 資 有 価 証 券 売 却 益 87
関 係 会 社 株 式 売 却 益 372
受 取 保 険 金 2,027 2,488

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 4
固 定 資 産 除 却 損 62
減 損 損 失 16
火 災 損 失 90
環 境 対 策 引 当 金 繰 入 額 104
支 払 補 償 費 62
事 業 構 造 改 善 費 用 2,282
そ の 他 7 2,631

税 引 前 当 期 純 利 益 3,250
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,260
法 人 税 等 調 整 額 △245 1,014
当 期 純 利 益 2,235

（注）記載金額は百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

平成29年５月17日
特種東海製紙株式会社

取締役会　御中
有限責任 あずさ監査法人

指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員　公認会計士 田 中 　 敦 ㊞
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員　公認会計士 芦 川 　 弘 ㊞

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、特種東海製紙株式会社の平成28年４月１日から
平成29年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連
結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
連結計算書類に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類
を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意
見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠
して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて
合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。
監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評
価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもので
はないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、
連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会
計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の
表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して、特種東海製紙株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産
及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

平成29年５月17日
特種東海製紙株式会社

取締役会　御中
有限責任 あずさ監査法人

指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員　公認会計士 田 中 　 敦 ㊞
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員　公認会計士 芦 川 　 弘 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、特種東海製紙株式会社の平成28年４月１
日から平成29年３月31日までの第10期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主
資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及び
その附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及
び運用することが含まれる。
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明
細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監
査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚
偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施
することを求めている。

監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続
が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書
の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性につ
いて意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切
な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検
討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見
積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての
重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告
監　査　報　告　書

　当監査役会は、平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第10期事業年度の取締役の
職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作
成し、以下のとおり報告いたします。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
⑴　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果に

ついて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求めました。

⑵　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に
従い、取締役、内部統制・監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査
の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につ

いて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な
事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また子会社については、子会社
の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の
報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制その他株式会社及びその子会社からなる企業集団の業務の適正を確保するた
めに必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関
する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）
について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受
け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証
するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するた
めの体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」
（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に
応じて説明を求めました。

－ 41 －
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以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対
照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計
算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）につ
いて検討いたしました。

２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示している
ものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は
認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内
部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘す
べき事項は認められません。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
　　会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶　連結計算書類の監査結果
　　会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成29年５月19日
特 種 東 海 製 紙 株 式 会 社 　 監 査 役 会

常任監査役（常勤監査役） 三 谷 充 弘 ㊞
監　査　役（社外監査役） 大 倉 喜 彦 ㊞
監　査　役（社外監査役） 上 田 廣 美 ㊞

以　上
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定時株主総会会場ご案内図

静岡県静岡市葵区黒金町１番地の９

静岡音楽館ＡＯＩ　７階講堂

至 市役所

松坂屋
葵タワー

ホテルアソシア

パルシェ 至 東京

北口(地下)

静岡駅
南口

ホテルセンチュリー
静岡科学館る･く･る

石田街道

東名高速道路

石田消防署

静岡ＩＣ

ＳＢＳ通

南幹線

安倍川

至 名古屋

スバル

国道１号線
駿府博物館

静岡駅北パーキング
有料 静岡中央郵便局

駐輪場

東海道新幹線

エキパ
有料
Ｐ

Ｎ

ＡＯＩ
Ｐ

静岡音楽館

＜交通＞
　　　　ＪＲ静岡駅北口より徒歩約３分

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

地図


